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恐竜時代のふくしま
―化石が語るふくしまの古環境―
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地
球
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
中
生
代
は
地
球
上
で
恐
竜
が
大
活
躍
し
て
い
た

時
代
で
す
。
福
島
県
の
太
平
洋
岸
に
分
布
す
る
相
馬
お
よ
び
い
わ
き
地
域
の
中

生
代
の
地
層
か
ら
、
近
年
、
恐
竜
を
は
じ
め
と
す
る
脊
椎
動
物
・
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
・
昆
虫
・
植
物
化
石
な
ど
、
新
種
を
含
め
た
世
界
的
に
貴
重
な
化
石
の
発
見

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
の
化
石
と
化
石
を
産
す
る
地
層
を

も
と
に
、
恐
竜
時
代
の
ふ
く
し
ま
の
生
き
も
の
の
姿
や
当
時
の
環
境
を
復
元
し

ま
す
。

　

全
長
一
〇
ｍ
を
超
え
る
マ
ラ
ウ
ィ
サ
ウ
ル
ス
や
子
育
て
恐
竜
と
し
て
知
ら
れ

る
マ
イ
ア
サ
ウ
ラ
な
ど
、
大
型
の
恐
竜
の
全
身
骨
格
も
展
示
し
ま
す
。
夏
休
み

の
期
間
、
太
古
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
構
成

（
１
）
中
生
代
の
生
き
も
の
た
ち

　
　

中
生
代
で
は
、
植
物
で
は
シ
ダ
類
や
裸
子
植
物
が
、
動
物
で
は
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
の
ほ
か
、
恐
竜
・
翼
竜
・
魚
竜
・
首
長
竜
な
ど
の
ハ
虫
類
が
繁
栄
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
現
在
の
生
物
と
異
な
る
中
生
代
の
代
表
的
な
生

物
の
化
石
を
展
示
し
ま
す
。

（
２
）
ふ
く
し
ま
の
中
生
代
化
石

　
　

福
島
県
の
中
生
代
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
太
平

洋
岸
の
二
つ
の
地
域
の
化
石
を
展
示
し
ま
す
。

　

①　

相
馬
地
域
の
化
石　

―

相
馬
中
村
層
群―

　
　
　

相
馬
中
村
層
群
は
ジ
ュ
ラ
紀
中
期
～
白
亜
紀
初
期
（
一
億
七
〇
〇
〇
万

年
～
一
億
四
〇
〇
〇
万
年
前
）
に
堆
積
し
た
地
層
。
こ
の
地
層
か
ら
は
、

最
近
新
種
と
さ
れ
た
裸
子
植
物
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
を
始
め
、
暖
か
い

気
候
を
示
す
豊
富
な
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

②　

い
わ
き
地
域
の
化
石　

―

双
葉
層
群―

　
　
　

双
葉
層
群
は
、
白
亜
紀
後
期
の
今
か
ら
八
八
〇
〇
万
年
～
八
四
〇
〇
万

年
前
に
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
大
陸
の
沿
岸
部
に
堆
積
し
た
地
層
。
こ
の

地
層
か
ら
は
、
大
型
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
、
有
名
な
海
生
ハ
虫
類
で
あ
る

フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
、
そ
し
て
大
陸
に
生
き
て
い
た
恐
竜
の
化
石
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
恐
竜
時
代
の
ふ
く
し
ま

�
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化
石
が
語
る
ふ
く
し
ま
の
古
環
境―

」

会
期
：
二
〇
一
二
年
七
月
一
四
日（
土
）か
ら
九
月
一
七
日（
月
・
祝
）ま
で
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（
３
）
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
と
標
本
の
レ
ス
キ
ュ
ー

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
県
太
平
洋
岸
の
被
災
状
況
、
被
災
し
た
文
化

施
設
の
復
興
へ
向
け
た
努
力
や
、
標
本
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
関
連
行
事

（
１
）
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
ふ
く
し
ま　

―

一
億
五
〇
〇
〇
万
年
前
の
ふ
く
し
ま
の

　

古
環
境―

」

　

①　

日
時　

平
成
二
四
年
七
月
二
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
四
時
三
〇
分

　

②　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂
（
入
場
無
料
）

　

③　

講
師　

公
益
財
団
法
人
深
田
地
質
研
究
所
会
長　

佐
藤
正
氏

　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
自
然
史
科
学
研
究
所
主
任
研
究
員　

大
花
民
子
氏

　
　
　
　
　
　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
資
料
課
長　

滝
本
秀
夫
氏

　
　
　
　
　
　

い
わ
き
自
然
史
研
究
会
顧
問　

高
橋
紀
信
氏

　
　
　
　
　
　

福
島
県
立
博
物
館
専
門
学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

（
２
）
記
念
講
演
会

　
　
「
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
物
語
」

　

①　

日
時　

平
成
二
四
年
八
月
二
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
二
時
四
五
分

　

②　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂
（
入
場
無
料
）

　

③　

講
師　

東
京
学
芸
大
学
准
教
授　

佐
藤
た
ま
き
氏

（
３
）
展
示
解
説
会

　

①　

日
時　

平
成
二
四
年
七
月
二
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
二
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　

平
成
二
四
年
八
月
二
五
日
（
土
）
午
後
三
時
～
午
後
四
時

　

②　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室
（
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
）

　

③　

講
師　

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

マイアサウラ（鳥脚類恐竜）白亜紀後期　アメリカ
国立科学博物館蔵　写真提供：小林快次氏（北海道大学総合博物館）

マラウィサウルス（竜脚類恐竜）白亜紀前期　アフリカ　国立科学博物館蔵　写真提供：冨田幸光氏（国立科学博物館）

アマルガサウルス（竜脚類恐竜）白亜紀前期　アルゼンチン
群馬県立自然史博物館蔵　写真提供：群馬県立自然史博物館
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イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

企
画
展
「
小
さ
な
も
の
集
ま
れ
！
」
関
連
行
事

講
演
会

「
茅
葺
屋
根
の
古
民
家
に
魅
せ
ら
れ
て
」

　

三
月
一
八
日
（
日
）
に
講
堂
で
菅
野
清
八
さ
ん
の
講
演
会

「
茅
葺
屋
根
の
古
民
家
に
魅
せ
ら
れ
て
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
野
さ
ん
は
ま
だ
五
〇
代
と
、「
茅
葺
」
や
「
古
民
家
」
と

い
う
語
感
か
ら
想
像
さ
れ
る
人
物
像
か
ら
は
は
る
か
に
若
い

の
で
、み
な
さ
ん
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
菅
野
さ
ん
は
、

普
段
普
通
に
会
話
を
し
て
い
て
も
大
き
な
声
で
迫
力
が
あ
っ

て
、
自
分
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
お
話
に
な
ら
れ
る
の
で
、
つ
い
つ
い
引
き
込
ま
れ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
講
演
会
で
も
そ
の
魅
力
的
な
お
話
ぶ

り
は
変
わ
ら
ず
、
聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て

茅
葺
の
古
民
家
模
型
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
最
初

の
出
会
い
の
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
の
苦
労
や

屋
根
の
素
材
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
し
て
つ
い
に
全
国
す
べ
て

の
都
道
府
県
の
模
型
を
作
っ
て
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
、
話

は
尽
き
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
講
演
会
の
終
了
後
は
場
所
を
企

画
展
示
室
に
移
し
、
ご
自
分
の
作
っ
た
模
型
を
前
に
し
て
さ

ら
に
具
体
的
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
雛
道
具
、
川
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

　

四
月
八
日
（
日
）
に
講
堂
と
企
画
展
示
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
展
示
室
で
ご
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
前
に
解

説
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
参
加

予
定
確
実
な
方
々
が
五
〇
人
を
超
え
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
、
こ
の
ま
ま
展
示
室
で
は
声
も
届
か
な
い
し
大
混
乱

す
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
川
内
さ
ん
ご
自
身
も
心

配
な
さ
っ
て
こ
の
よ
う
な
形
式
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

し
た
。
当
日
は
講
堂
で
、
画
像
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
一

時
間
ほ
ど
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
場
所
を
移
し

て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
雛
道
具
を
前
に
し
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
川
内
さ
ん
は
ご
自
分
で
は
集
め
な
が
ら
調
べ
て
み

た
り
し
た
だ
け
で
素
人
で
す
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
さ

す
が
収
集
す
る
こ
と
が
研
究
に
つ
な
が
り
、
モ
ノ
自
体
か
ら

得
る
情
報
が
た
っ
ぷ
り
の
解
説
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
一
人
で
も
多
く
の
来
館
者
に
説
明
し
た
い
の
で
と
、
閉

館
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
展
示
室
に
残
っ
て
説
明
を
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

�

（
民
俗
担
当
：
榎　

陽
介
）

ギャラリートークで多くの人に囲まれる川内さん

講演会の終了後展示室で説明する菅野さん

展示室内のにぎわい
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Ｑ
：
福
島
県
に
も
恐
竜
が
住
ん
で
い
た
の
で
す
か
？

Ａ
：
福
島
県
で
は
、
平
成
八
年
に
相
馬
中
村
層
群
研
究
会
の
平

宗
雄
さ
ん
が
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
の
林
道
に
露
出
す
る
ジ
ュ
ラ

紀
後
期
の
相
馬
中
村
層
群
栃
窪
層
か
ら
、
二
本
足
で
歩
く
肉

食
恐
竜
コ
エ
ル
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
の
も
の
と
思
わ
れ
る
一
個
の
足

跡
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
研
究
会
の
八
巻
安
夫
さ
ん

や
荒
好
さ
ん
が
、
同
じ
栃
窪
層
か
ら
恐
竜
の
足
跡
化
石
を
見
つ

け
て
い
ま
す
。
栃
窪
層
の
化
石
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
日
本

で
最
も
古
い
恐
竜
の
足
跡
化
石
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

こ
の
地
層
か
ら
は
恐
竜
の
骨
や
歯
の
化
石
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

一
方
昭
和
六
一
年
に
、

い
わ
き
地
域
に
分
布
す
る

白
亜
紀
後
期
の
双
葉
層

群
足
沢
層
の
礫
岩
層
か

ら
、
渡
辺
俊
光
さ
ん
に

よ
っ
て
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス

科
の
草
食
恐
竜
の
歯
と
頸

骨
（
ヒ
ロ
ノ
リ
ュ
ウ
）、
瀧

澤
晃
さ
ん
と
押
田
勝
男
さ

ん
に
よ
り
、
肉
食
恐
竜

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
仲
間
の
脛
骨
（
フ
タ
バ
リ
ュ
ウ
）、
同
層

群
の
玉
山
層
か
ら
四
足
歩
行
の
草
食
恐
竜
で
あ
る
チ
タ
ノ
サ
ウ

ル
ス
科
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
歯
（
ヒ
サ
ノ
ハ
マ
リ
ュ
ウ
）
が

相
次
い
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
は
、
い
わ
き
市
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
建
設
地
の
足
沢
層
か
ら
、
ヒ
ロ
ノ
リ
ュ

ウ
と
同
じ
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
恐
竜
の
頸
椎
（
オ
オ
ヒ
サ
リ
ュ

ウ
）
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
平
成
一
七
年
に
、

八
巻
安
夫
さ
ん
が
、
双
葉
層
群
笠
松
層
の
炭
質
層
か
ら
竜
脚

類
の
歯
の
可
能
性
が
高
い
長
さ
三
㎝
余
り
の
一
本
の
歯
の
化
石

を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
県
土
も
か
つ
て
は
多
彩
な

恐
竜
た
ち
が
生
活
す
る
舞
台
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
歯
や
骨
な
ど
体
の
一
部
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
で
す
か
？

Ａ
：
残
念
な
が
ら
恐
竜
一
体
分
全
体
の
化
石
は
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
い
わ
き
地
域
で
恐
竜
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
地
層

は
ほ
と
ん
ど
が
河
底
や
浅
い
海
底
に
堆
積
し
た
も
の
で
す
。
陸

上
で
死
ん
だ
恐
竜
が
腐
り
、
骨
や
歯
な
ど
丈
夫
な
部
分
が
川
な

ど
に
よ
り
流
さ
れ
、
砂
や
泥
の
中
に
埋
ま
っ
て
化
石
と
な
っ
た

た
め
で
す
。

Ｑ
：
大
陸
か
ら
海
を
隔
て
た
日
本
列
島
の
東
の
端
に
あ
る
地

層
か
ら
、
大
陸
に
住
ん
で
い
た
恐
竜
の
化
石
が
見
つ
か
る
の

は
不
思
議
で
す
ね
。

Ａ
：
恐
竜
の
化
石
が

見
つ
か
っ
た
ジ
ュ
ラ

紀
や
白
亜
紀
の
時

代
に
は
日
本
列
島

は
ま
だ
存
在
せ
ず
、

こ
れ
ら
の
地
層
は

当
時
の
ア
ジ
ア
大

陸
の
東
の
縁
に
堆

積
し
た
も
の
な
の
で

す
。
現
在
の
日
本
列
島
の
岩
盤
が
大
陸
か
ら
離
れ
日
本
海
が
誕

生
す
る
の
は
、
ず
っ
と
あ
と
の
新
生
代
の
新
第
三
紀
に
入
っ
て

か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
ジ
ュ
ラ
紀
や
白
亜
紀
に
大
陸
で
生
息
し

て
い
た
恐
竜
の
化
石
が
、
日
本
の
そ
の
時
代
の
地
層
か
ら
見
つ

か
る
の
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
福
島
県
か

ら
恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
夏
の
博
物
館
の
企
画
展
「
恐
竜
時
代
の
ふ
く
し
ま
」

で
は
、
こ
れ
ら
恐
竜
の
化
石
を
一
堂
に
集
め
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
恐
竜
が
歩
き
回
る
当
時
の
ふ
く
し
ま
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
の
恐
竜
化
石

Q
&
A

回
答
者

自
然
担
当

竹
谷　

陽
二
郎

コエルロサウルス類の足跡　ジュラ紀後期
栃窪層　南相馬市鹿島区　平宗雄氏蔵

ヒサノハマリュウの歯　白亜紀後期　玉山層
いわき市大久町　いわき市教育委員会蔵

オオヒサリュウの頸椎　白亜紀後期　足沢層
いわき市大久町　いわき市教育委員会蔵
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丹
野
家（
尚
古
堂
）
考
古
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

　

高
橋　

満　
考
古
担
当

一
　

当
館
で
所
蔵
す
る
個
人
の
考
古
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
、

震
災
を
機
に
昨
年
度
寄
贈
さ
れ
た
伊
達
市
（
旧
梁
川
町
）
の
丹

野
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
梁
川
町
で
魚
問
屋
を
営
ん
で
い
た
丹
野
栄
七
氏
が
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
五

七
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
十
数
年
間
の
蒐
集
品
で
あ
る
。
以
後

約
七
〇
年
に
渡
り
同
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

　

考
古
資
料
点
数
は
約
一
、
四
〇
〇
点
で
あ
る
。
縄
文
時
代
後

晩
期
の
資
料
が
中
心
で
、
主
に
旧
伊
達
郡
と
福
島
市
及
び
相
馬

地
方
そ
し
て
宮
城
県
南
部
の
資
料
か
ら
に
な
る
。
こ
れ
に
、
地

図
類
約
七
〇
点
（
主
に
地
形
図
）、
考
古
学
関
係
書
籍
・
雑
誌

類
約
一
四
〇
点
と
採
集
記
録
等
約
三
〇
点
が
加
わ
っ
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
構
成
し
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理
作
業
は
途

中
で
は
あ
る
が
、
栄
七
氏
が
残
し
た
記
録
類
か
ら
、
独
学
に
よ

る
考
古
学
へ
の
取
り
組
み
の
一
端
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
　

資
料
目
録
は
一
〇
巻
あ
り
、「
尚
古
堂
蔵
品
目
録　

土
偶
及

特
殊
土
製
品
」（
昭
和
一
一
年
）
が
巻
の
一
の
表
題
で
あ
る
。「
尚

古
堂
」
と
は
収
集
品
を
納
め
、
閲
覧
に
会
し
た
場
所
を
そ
う

名
付
け
た
よ
う
だ
。「
尚
古
堂
御
来
訪
芳
名
録
」
が
残
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
七
年
一
月
二
六
日
付
で
画
家
古
川
狄
風
氏
の
名
刺

が
初
頁
を
飾
っ
て
い
る
。

　

古
川
狄
風
氏
は
同
好
の
士
で
、
講
演
で
梁
川
町
を
訪
れ
て
い

た
時
に
突
然
店
に
現
れ
た
と
い
う
。
意
気
投
合
し
、
翌
日
に
は

一
緒
に
遺
物
採
集
を
行
な
っ
た
と
記
録
に
あ
る
。
ま
た
拓
本
を

教
わ
っ
た
と
も
あ
り
、
以
後
の
記
録
類
に
拓
本
が
登
場
す
る
よ

う
に
な
る
。
目
録
名
が
巻
の
六
か
ら
「
狄
仙
嵬
集
品
目
録
」
等

に
変
わ
る
の
は
狄
風
氏
に
因
ん
で
木
南
（
俳
号
か
？
）
か
ら
狄

仙
と
号
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

本
目
録
の
特
徴
は
、
遺
物
採
集
の
場
所
を
記
し
た
単
な
る
地

名
表
で
は
な
く
、
遺
物
名
と
採
集
地
、
遺
物
の
特
徴
、
採
集
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
が
盛
り
込
ま
れ
、
さ
ら
に
遺
物
を
模
写
し
た

図
が
必
ず
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
遺
物
の
収
納
箇

所
も
記
入
し
て
あ
り
、
索
引
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

　

模
写
図
は
線
画
に
薄
墨
に
よ
る
陰
影
を
加
え
た
図
で
あ
り
、

遺
物
の
特
徴
を
良
く
捉
え
、
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
土

器
の
図
に
多
い
。
ま
た
打
製
石
器
類
も
剥
離
の
稜
線
を
忠
実
に

表
現
し
て
お
り
図
だ
け
で
遺
物
と
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
。
氏

は
福
島
県
が
昭
和
二
年
に
発
行
し
た
「
福
島
県
発
見
石
器
時

代
土
偶
図
版　

三
十
九
葉
」
を
蔵
書
し
て
い
る
が
、
そ
の
写
本

を
作
成
し
て
お
り
、
書
写
す
る
こ
と
で
遺
物
の
図
化
方
法
を
会

得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

石
鏃
や
玉
類
等
の
小
型
の
遺
物
類
は
木
箱
に
収
納
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
木
箱
に
も
実
物
大
の
遺
物
の
図
と
出
土
地
名
を
記

し
た
紙
片
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　

目
録
巻
の
二
の
序
文
で
は
「
本
巻
所
載
の
遺
物
は
筆
者
親
し

く
実
地
に
就
い
て
拾
蒐
せ
る
も
の
な
れ
ば
、一
個
の
偽
造
物
な
く
、

ま
た
出
土
地
の
正
確
な
る
事
等
は
最
も
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
」
と
書
い
て
あ
り
、
資
料
管
理
の
徹
底
を
自
負
し
て
い
る
。

　

な
お
前
述
の
資
料
蒐
集
範
囲
も
「
本
郡
（
伊
達
）
を
主
と

し
て
是
に
信
夫
、
刈
田
、
伊
具
、
相
馬
等
四
周
の
地
」
の
遺
物

を
比
較
し
て
「
我
地
方
に
於
け
る
こ
れ
ら
の
一
端
を
知
る
」
と

い
う
研
究
方
針
（
目
録
巻
の
四
）
に
よ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

三
　

と
こ
ろ
で
栄
七
氏
に
は
、
昭
和
六
・
七
年
（
一
九
三
一・
三
二
）

か
ら
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
頃
の
「
先
史
時
代
二
於
ケ
ル

阿
武
隈
文
化
探
査
」、「
夷
の
あ
し
跡
」、「
竹
の
内
発
見
石
器
時

代
遺
物
図
録
」
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
当
時
の

中
央
学
界
で
も
「
常
識
」
で
あ
っ
た
、石
器
時
代
（
縄
文
時
代・

先
史
時
代
）
の
一
部
と
古
墳
時
代
（
築
塚
時
代
）
が
、
同
時
存

在
し
て
い
る
と
い
う
記
述
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

一
方
で
こ
の
時
期
は
、
山
内
清
男
氏
ら
に
よ
る
縄
文
土
器
の

実
証
的
な
編
年
研
究
が
確

立
さ
れ
る
段
階
に
当
た
る
。

「
常
識
」
派
と
縄
文
土
器
の

終
末
は
列
島
内
で
大
き
な

年
代
差
を
持
た
な
い
と
す

る
「
実
証
」
派
と
の
対
立

が
間
近
に
迫
っ
た
（
所
謂

「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
論
争
」）
時
期

で
も
あ
る
。

　

栄
七
氏
の
先
史
時
代
観

形
成
に
何
が
影
響
し
た
の

か
と
い
う
問
題
以
上
に
、

学
界
か
ら
離
れ
た
一
地
方
に

日
本
考
古
学
史
の
一
コ
マ
が

失
わ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
事

実
は
、
考
古
資
料
の
詳
細

な
記
録
類
と
と
も
に
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
価
値
を
高
め

る
も
の
で
あ
る
。

四
　

丹
野
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
、
当
館
が
所
蔵
す
る
考
古
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
テ
ー
マ
展
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料

３　

館
蔵
『
九
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
展
」
が
現
在
開
催
中
で

す
。
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。
会
期
は
平
成
二
五
年
五
月
一
二
日

（
日
）
ま
で
。

研
究
ノ
ー
ト

丹野家コレクションの注口土器（国見町竹ノ内遺跡）と「目録巻の三」の模式図
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ト
ピ
ッ
ク
ス

テ
ー
マ
展　

け
ん
ぱ
く
の
宝
２
０
１
２

秋
の
企
画
展　

予
告

■
会
期　

平
成
二
四
年
一
〇
月
六
日
（
土
）
～
一
一
月
二
五
日
（
日
）

　

会
津
の
地
に
は
、
古
代
か
ら
多
く
の
寺
社
が
建
立
さ
れ
、
そ
こ
に
祀

ら
れ
た
神
仏
は
、
た
く
さ
ん
の
人
び
と
の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
時
代
を
超
え
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
仏
像
や
仏

画
、
工
芸
品
や
古
文
書
な
ど
を
、「
会
津
仏
教
の
源
流
」「
会
津
仏
教
の

展
開
」「
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
の
遺
品
」「
若
松
城
下
の
寺
社
」
な
ど
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
御
紹
介
し
ま
す
。
多
彩
な
寺
宝
の
数
々
を
御
覧
い
た
だ
き

な
が
ら
、
先
人
た
ち
の
祈
り
や
願
い
に
共
感
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

仏
教
や
寺
院
と
い
う
視
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
会
津
の
歴
史
を
見
直
し

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
仏
教
の
諸
宗
派
の
ち
が
い
を
超
え
て
つ
な
が
る
会

津
仏
教
会
の
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
の
寺

院
の
所
蔵
品
に
、
特
別
出
品
を
加
え
て
展
示
し
ま
す
。
ま
た
会
期
中
に

は
、
講
演
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
来
館

く
だ
さ
い
。�

（
歴
史
担
当　

高
橋
充
）

　

会
津
の
寺
宝

会　期：７月21日（土）～８月26日（日）
会　場：常設展部門展示室　歴史美術
観覧料：大人・大学生260円（常設展料金でご覧になれます）、小中高生無料

　毎年恒例の「けんぱくの宝」展。けんぱくの代表的な美術工芸品から選んだ20
数点が皆様をおまちしています。今年のテーマは「自然の恵み」。戦国時代の画僧・
雪村が晩年に描いた「蔬果図」など美術工芸品の中に描かれた自然からの贈り物
は、それらへの人々の感謝の気持ちの裏返しでもあります。初公開の作品も。ぜ
ひご覧ください。

雪村筆「蔬果図」（福島県立博物館蔵）

木造十一面観音立像
会津若松市　明光寺蔵　県重文
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企
画
展

夏
の
企
画
展

　
「
恐
竜
時
代
の
ふ
く
し
ま
︱
化
石
が
語
る
ふ
く
し
ま
の
古
環
境
︱
」

　

会
期　

７
月
14
日
（
土
）
～
９
月
17
日
（
月
）

◎
夏
の
企
画
展
関
連
行
事

　
「
恐
竜
時
代
の
ふ
く
し
ま
」
展
示
解
説
会

　

日
時　

７
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　
　

８
月
25
日
（
土
）
15
時
～
16
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室

　

講
師　

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
ふ
く
し
ま
︱

　

１
億
５
０
０
０
万
年
前
の
ふ
く
し
ま
の
古
環
境
︱
」

　

日
時　

７
月
28
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

深
田
地
質
研
究
所
会
長　

佐
藤
正
さ
ん

　
　
　
　

自
然
史
科
学
研
究
所
主
任
研
究
員　

大
花
民
子
さ
ん

　
　
　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
資
料
課
長　

滝
本
秀
夫
さ
ん

　
　
　
　

い
わ
き
自
然
史
研
究
会
顧
問　

高
橋
紀
信
さ
ん

　
　
　
　

福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

　

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
移
動
水
族
館
「
ア
ク
ア
ラ
バ
ン
」

　

日
時　

８
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
～
16
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
中
庭

　

記
念
講
演
会
「
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
物
語
」

　

日
時　

８
月
25
日
（
土
）
13
時
30
分
～
14
時
45
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

東
京
学
芸
大
学
准
教
授　

佐
藤
た
ま
き
さ
ん

テ
ー
マ
展

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
３
館
蔵
『
９
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
展
」

　

会
期　

６
月
５
日
（
火
）
～
Ｈ
25
年
５
月
12
日
（
日
）

　
「
会
津
絵
」

　

会
期　

６
月
９
日
（
土
）
～
７
月
16
日
（
月
）

　
「
け
ん
ぱ
く
の
宝
２
０
１
２
」

　

会
期　

７
月
21
日
（
土
）
～
８
月
26
日
（
日
）

◎
テ
ー
マ
展
関
連
行
事

　
「
け
ん
ぱ
く
の
宝
」
展
示
解
説
会

　

日
時　

７
月
29
日
（
日
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
部
門
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」

　

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直

ポ
イ
ン
ト
展

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
「
風
船
爆
弾
の
気
球
」

　

会
期　

７
月
14
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
金
）

　
「
郡
山
市
熱
海
遺
跡
の
縄
文
土
器
」

　

会
期　

７
月
24
日
（
火
）
～
平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

　
「
神
官
が
記
し
た
幕
末
」

　

会
期　

７
月
28
日
（
土
）
～
９
月
28
日
（
金
）

　
「
弔
い
」

　

会
期　

８
月
22
日
（
水
）
～
９
月
26
日
（
水
）

　
「
相
双
地
方
の
旧
石
器
」

　

会
期　

９
月
11
日
（
火
）
～
平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

※
は
要
申
込

　

大
熊
町
の
民
話
「
布
芝
居
」

　

日
時　

７
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

参
加
者　

大
熊
ふ
る
さ
と
塾

　

夏
休
み
映
画
会

　

日
時　

８
月
11
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

※
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ｆ
ｏ
ｒ　

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

　

日
時　

９
月
15
日
（
土
）
17
時
～
19
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

常
設
・
企
画
展
示
室

木
曜
の
広
場

　
「
老
媼
茶
話
」
を
読
む
４

　

日
時　

７
月
19
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
「
老
媼
茶
話
」
を
読
む
５

　

日
時　

８
月
16
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
「
老
媼
茶
話
」
を
読
む
６

　

日
時　

９
月
20
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

○
民
俗
講
座

　

収
蔵
庫
か
ら
２
「
わ
ら
人
形
」

　

日
時　

７
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

視
聴
覚
室

　

講
師　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

　

収
蔵
庫
か
ら
３
「
根
子
町
人
形
」

　

日
時　

９
月
22
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

視
聴
覚
室

　

講
師　

学
芸
員　

内
山
大
介

○
考
古
学
講
座

※
縄
文
土
器
を
作
ろ
う
１
、
２

　

日
時　

８
月
４
日
（
土
）、
５
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

　

講
師　

学
芸
員　

森　

幸
彦

※
土
器
の
野
焼
き

　

日
時　

９
月
23
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

会
場　

野
外

　

講
師　

学
芸
員　

森　

幸
彦

○
自
然
史
講
座

※
化
石
を
さ
が
そ
う

　

日
時　

９
月
８
日
（
土
）
８
時
30
分
～
16
時

　

会
場　

喜
多
方
市

　

講
師　

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

※
化
石
標
本
を
作
ろ
う

　

日
時　

９
月
９
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

　

講
師　

学
芸
員　

相
田　

優

○
実
技
講
座

※
マ
タ
タ
ビ
蔓
の
四
つ
目
ざ
る
作
り
１
・
２

　

日
時　

７
月
７
日
（
土
）
13
時
～
16
時

　
　
　
　

７
月
８
日
（
日
）
９
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

菅
家
藤
一
さ
ん
ほ
か

実
演

　

昔
語
り
２

　

日
時　

９
月
２
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

体
験
学
習
室

　

講
師　

語
り
部　

山
田
登
志
美
さ
ん

指
導
者
向
け
研
修
講
座

※
は
要
申
込

※
博
物
館
利
用
指
導
者
研
修
会

　

日
時　

８
月
17
日
（
金
）
９
時
30
分
～
16
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室
ほ
か

　

講
師　

学
芸
員　

古
山
智
行
ほ
か

や
さ
し
い
展
示
解
説

　

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

　

＊
毎
週
土
曜
日
、日
曜
日
の
11
時
と
14
時
か
ら
30
分
ほ
ど
行
い
ま
す
。

　

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集

を
開
始
し
ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常
設
展
無
料
開
放
日

　

８
月
21
日
（
火
）
県
民
の
日

７
月
～
９
月
の
休
館
日

７
月
２
日
（
月
）・
９
日
（
月
）・
17
日
（
火
）・
23
日
（
月
）・

　
　

30
日
（
月
）

８
月
６
日
（
月
）・
20
日
（
月
）・
27
日
（
月
）

９
月
３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
18
日
（
火
）・
24
日
（
月
）


